
 

 

［成果情報名］籾米サイレージとビール粕を用いた黒毛和種繁殖雌牛の分娩前後の飼料費低減 

［要約］イネホールクロップサイレージを主な粗飼料源とする繁殖雌牛においても、分娩前後に増給す

る配合飼料の原物量の半分を籾米サイレージとタンパク質補充用のビール粕で代替でき、繁殖成績お

よび産子の初期発育に影響を及ぼさずに増給分の飼料費を 20％以上低減できる。 
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［背景・ねらい］ 

肉用種の繁殖雌牛は妊娠末期と授乳期に養分要求量が増加することから、この期間に配合飼料を

中心に増給される。子牛生産費のうち、母牛用配合飼料代が約 10％を占めており、この配合飼料を

安価な飼料用米で代替することでコスト低減が期待できる。なかでも飼料費を効果的に低減できる籾

米サイレージに取り組む先進的な生産現場では、すでにイネホールクロップサイレージ（イネ WCS）

が定着している場面がみられる。同じイネ由来飼料である籾米サイレージとイネ WCSとの併給が可能

となる給与方法について検討しなければ、籾米サイレージの利用拡大に結びつかない。そこでイネ

WCSを主要な粗飼料源とする繁殖雌牛において、分娩前後に給与する配合飼料の一部を籾米サイレー

ジとタンパク質補充用の食品製造副産物で代替した場合の繁殖成績への影響や飼料費低減効果を明ら

かにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．市販配合飼料を籾米サイレージのみで代替すると、粗タンパク質（CP）不足となるので、広く流

通している脱水ビール粕サイレージを併給する。配合飼料を原物 3kg給与する場合、配合飼料を

半減して籾米サイレージ 1kgと脱水ビール粕サイレージ 2kgを給与すると、配合飼料のみの場合

と同等の CPと可消化養分総量（TDN）が低コストで給与できる（表 1、2）。 

２．イネ WCSを主な粗飼料源とし、分娩 1カ月前から分娩 2カ月後まで配合飼料が 3kg給与されてい

る場合、表 2に従って籾米サイレージと脱水ビール粕サイレージで代替しても、配合飼料のみの

場合と比べて母牛の分娩後の発情回帰までの日数、産子の生時体重と初期発育には差が認められ

ない（図 1）。 

３．日本飼養標準・肉用牛における養分要求量を基に作成したイネ WCSを主な粗飼料源とする場合の

分娩前後の給与メニューの実際例を示す。繁殖雌牛においては、イネ WCSに併給される牧草も低

品質（CP含量が乾物中 10%未満）な場面がみられる。この場合にも対応できるように、繁殖雌牛

のステージ毎に籾米サイレージに対する脱水ビール粕サイレージの割合を高めてメニューを組め

ば、CPと TDNをバランスよく充足できる（表 3）。 

４．表 3の給与メニューによれば、配合飼料のみで増給する場合と比べて増給分の飼料費が妊娠末期

で 26.9％、授乳期で 20.7％低減できる。イネ WCSに併給する牧草の CP含量が乾物中 10%以上の

高品質である場合は、配合飼料を各期とも 0.2kgずつ減じることが可能で、より大きな低減効果

が期待できる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．イネ WCSを利用している肉用牛繁殖または繁殖肥育一貫経営において、飼料用米の積極的な利用

を目指す場合の参考となる。 

２．籾米サイレージやビール粕サイレージを利用するためには、開封後の変敗を避けて給与できる頭

数規模が必要である。 

３．給与メニューは経産牛の乾物、CP、TDNの要求量を基に作成しており、安全率を考慮していな



 

 

い。給与飼料の成分分析の実施や各牛のボディコンディションの変化に注意を払うとともに、

代謝プロファイルテストの活用を推奨する。 

 

［具体的データ］ 

表 1 黒毛和種繁殖雌牛用の市販配合飼料、籾米サイレージ、脱水ビール粕サイレージ

の成分比較 

 
 

 

表 2  黒毛和種繁殖雌牛用の市販配合飼料を籾米サイレージと脱水ビール粕サイレージ

で代替した場合の成分給与量と価格 

 

図 1 給与飼料が黒毛和種繁殖雌牛(経産牛)における分娩後の発情回帰までの日数と産子の 2

週目までの日増体量に及ぼす影響（平均値±標準偏差） 

■配合飼料の半分を籾米サイレージとビール粕で代替（n=4)、□配合飼料のみ(n=5) 

原物中% 乾物中% 原物中% 乾物中%

配合飼料 86.0 16.0 18.6 70.0 81.4

籾米サイレージ 70.0 5.3 7.5 54.4 77.7

脱水ビール粕サイレージ 38.0 9.4 24.8 27.4 72.1

乾物率
(%)

CP TDN

1配合飼料はメーカ表示値、その他は日本標準飼料成分表の籾米およびビール粕(生)
の値から計算。CP：粗タンパク質、TDN：可消化養分総量。

原物 乾物 CP TDN

配合飼料 1.5 1.29 0.24 1.05 ¥113

籾米サイレージ 1.0 0.70 0.05 0.54 ¥25

脱水ビール粕サイレージ 2.0 0.76 0.19 0.55 ¥36

合計　 4.5 2.75 0.48 2.14 ¥174

（配合飼料のみ） (3.0) (2.60) (0.48) (2.10) (\225)

給与量(kg) 給与成分量(kg)1

価格2

1CP：粗タンパク質、TDN：可消化養分総量。
2岩手県内での調達価格(配合飼料、ビール粕)および実証試験からの試算値(籾米サイレージ)。

分娩間隔が全国平均と比べて遜色ない岩手県内の繁殖雌牛飼養農家において実施。 

粗飼料源としてイネ WCS原物 10kgに低水分の牧草ロールベールサイレージ原物 2kgを給与。 

 



 

 

 

表 3 籾米サイレージとビール粕サイレージを用いた体重 500kgの繁殖雌牛に対する分娩前後の給与

メニューの例（上段：原物 kg/日・頭、下段カッコ内：乾物 kg/日・頭） 

 
 

（河本英憲、志水学） 
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籾米サイ 脱水ビール
レージ 粕サイレージ 乾物 CP TDN (Ca) (P)

1.3 0.5 1.5 10 2

(1.1) (0.3) (0.6) (4.2) (1.5)

2.0 1.0 3.5 10 2

(1.7) (0.7) (1.3) (4.2) (1.5)

(103) (142)

(109) (132)

充足率(%)3

１籾米サイレージとビール粕を用いずに配合飼料のみを給与する場合は、妊娠末期は2.5kg、授乳期は
4.0kgを給与する。
2低水分ロールベールサイレージまたは乾草（CP含量が乾物中10%未満）。CP含量が乾物中10%以上の
場合は配合飼料を0.2kgずつ減じる。
3岩手県内の繁殖雌牛飼養農家における10カ月間の飼料分析値を基に、この間に妊娠末期から授乳期
（分娩前後2カ月）にメニューに従って給与した場合の養分要求量（授乳期は日乳量5kgと仮定）に対
する平均充足率の試算結果。CaとPについては日本標準飼料成分表の値を使った参考値。CP：粗タン
パク質、TDN：可消化養分総量。

授乳期 103 106 119

配合

　飼料１ イネWCS 牧草2

妊娠末期 103 104 118


